








全国国立療養所病院の小児慢性腎疾患のアンケート調査(1988-1990)登録 517 例中、臨床病

理学的検討可能な IgA 腎症 84例の治療の現況につき報告した。症例の 60%が半月体形成を

伴なう組織像であった。主な薬物療法は、抗血小板剤・抗凝固療法で、半数でステロイド

剤が併用され、運動処方を含めた治療が行なわれていた。腎不全進行例は 3例であった。 


